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この仕事は超伝導理論 での対相互作用の originとい う標題 で, BCSでkま

(-kJ,k†)の相互作用だけ とるが,それは相互作用 としてはご く一部 である

に過 ぎないのにどうしてそれ らが主要なのかを調べた もので,興味深い内容 を

含ん でい る｡

BCSのモデルは一般 の場合には変分解 (BCSの解 )しか知 られていない

が,運動 エネルギーを無視 すると厳密解が完全に求 まっている｡Cooper-St'dlan

はモデル を少 し拡張 して (-kJ,k+q日 の相互作用 も考えに入れたときの基

底状態 と低い励起状態 のエネルギーを BCSの厳密解 のそれ と結びつける関係

式 を, グラフを分析 して導 く｡その結果は ,｢基底状態 のエネルギーは BCS

のそれによ り低 くなるが,第一励起状態 のエネルギーギャ ップは BCSと変 ら

ない｡第二励起状態は縮退が とけてひろがる ｣とい うことが判 った｡

この結論 を実際の超伝導体に適用するのにまず問題 をこなるのは運動エネルギ

ーの効果であろ う｡この点 について論文は何 も触れていないが, この新 しい解

をか りに変分解 として使 ってみる｡相互作用からの寄与は BCSに くらべて確

かに小 さくなる.運動エネルギーと相互作用 は質量 と相互作用の強 さとい う独

立なパ ラメタを含んでいるので,運動 エネルギーの項がか りに大 きくなって も,

全体の和 が小 さくなる可能性はあ り得 よ う｡いずれにせ よこの論文は面白い問

題 を提起 してい るようだ｡

7.超伝導体中のホール効果
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第二種超伝 導体のホール角 の磁場 H依存性は H｡2以下 で･直線性か らはずれ

七いるこ とが測定 されているoふ るまいは電子 の平均 自由行程 によ り非常 に異
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る事の説明を試 み た｡

BCS模型 (等方的結合 )で Hc2近傍 に限 り電導度 テンソル成分の <fA(r)J2>

を係数にもつ け'ⅩⅩ,0'Ⅹyを計算 し, fo/A のべ キで同 じオーダの寄与 を集 め

る (ここで pureと dirtyの limitに限 られ る )0

dirtylimitでは電子の状態密度のエネル ギー依存性 が重要 で 0'Ⅹy/0'ⅩⅩ は

T/EF(gN(0))-1のオーダで,符号は い ∂N脇/∂E)E=0の と一致 す るo1)

これはノーマルのホ~ル角より大きいためH｡2以下で大きくはずれ る 現 象 を 説

明 している｡符号の＼バン ド構造依存性はノーマル部分 と超伝導部分 と で 異 る の

が, これに該当すると思われる実験がある｡
2)

purelimitでは 準粒子の運ぶ電流 の効果及び pairの運ぶ電流 の vertex

の時間依存性-の磁場の効果が重要で, 0'Ⅹy/U'ⅩⅩのオーダは wcT で あ り ,
ノーマル状態か ら大きくはずれない結果が得られた｡
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Williamsonは･1)NbとVのHC2 を Kubicharmonicsに- した ときの係数

が,単 に温度 や電子 の平均 自由行路 の関数 であるだけ ではな くて, ttband

strueture''にもかな り依存 している らしいこ とを観測 してい る｡Highorder

harmonicsを含 む HC2の表式 はす でに得 られ てお り2)そ の中には れbandst-

ructure"を表わすパ ラメータがい くつ か含 まれてい るoそ こで HC2 の観測値

か らNbや Ⅴのフェル ミ面に関する情報がえられるかどうかを検討 している｡現在

倹討すべき第一の点は, strong-couplingeffectによる補正 や,collisiolltト

me rに も現われて くるはずの異方性 をど う estimateす るか とい うこ と であ
3)

る｡なお, Vや Nbのバ ン ドについては,Mattheiss の計算が ある｡
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